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平成２９年１２月１３日（水） 午後１時０２分から
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第３委員会室

３ 出席した委員の氏名

元吉俊博、二ノ宮健治、井上明夫、鴛海豊、木付親次、後藤慎太郎、藤田正道、

尾島保彦、吉岡美智子

４ 欠席した委員の氏名

油布勝秀、近藤和義
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６ 出席した執行部関係者の職・氏名

企画振興部長 廣瀬祐宏 ほか関係者

７ 出席した参考人の職・氏名

深見地区まちづくり協議会 事務局長 清永五郎

８ 会議に付した事件の件名

別紙次第のとおり

９ 会議の概要及び結果

（１）小規模集落対策について、参考人から意見聴取を行った。

（２）小規模集落対策及びＵＩＪターン受入れの環境整備について調査した。

１０ その他必要な事項

な し

１１ 担当書記

政策調査課政策法務班 主任 中川悠

政策調査課調査広報班 課長補佐（総括） 西村和芳

議事課委員会班 主任 木付浩介



農山漁村生活環境維持・産業振興特別委員会次第

日時：平成２９年１２月１３日（水）１３：００～

場所：第３委員会室

１ 開 会

２ 付託事件調査

（１）参考人からの意見聴取

・小規模集落対策について

深見地区まちづくり協議会 事務局長 清永 五郎

（２）企画振興部

・小規模集落対策について

・ＵＩＪターン受入れの環境整備について

３ そ の 他

４ 閉 会
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別 紙

会議の概要及び結果

元吉委員長 これより、農山漁村生活環境維

持・産業振興特別委員会を開催します。

なお、本日は都合により、油布委員と近藤

委員が欠席しておりますので、御了承くださ

い。

本日の委員会は、宇佐市安心院町の深見地

区まちづくり協議会の事務局長である清永五

郎さんに参考人として御出席いただきました。

お忙しい中、誠にありがとうございます。

清永さんには、農山村・小規模集落の維持

・活性化に取り組まれている団体の事務局長

として、団体の活動内容、農山村・小規模集

落の現状・課題や県政への要望等について、

御自由にお話しいただきたいと思います。

それでは、本題に入ります前に、委員の自

己紹介を行いたいと思います。

〔委員自己紹介〕

元吉委員長 それでは清永さん、簡単に自己

紹介をお願いします。

〔清永参考人自己紹介〕

元吉委員長 ありがとうございました。それ

では、意見聴取を始めたいと思います。

本日の流れですが、まず清永さんの御意見

を伺った後、質疑、意見交換を行いたいと思

います。

それでは清永さん、よろしくお願いします。

清永参考人 それでは、座ったままで大変申

し訳ないんですが、説明をさせていただきた

いと思います。

お手元に資料があるかと思いますが、私ど

ものまちづくり協議会にいろいろ研修に来ら

れる方が多くなっております。今このような

資料を作りまして、研修の方に御説明させて

いただいています。

まず、位置なんですが、深見地区というの

はここの写真と地図で示していますような位

置です。ただ、私が若い頃横浜にいたときに、

安心院とか深見の位置を説明するのに、別府

の裏側、湯布院の裏側という、そういう説明

でしか都会の方では理解していただけなかっ

たと。それは悔しいものがありまして、深見

と言えば全国的に湯布院みたいにどこにある

というのが分かってもらえるようなことがで

きないかなということで、まちづくり協議会

を通じていろいろな取組をさせていただいて

いるわけです。

そして今、人口ですけれども、どこもそう

だと思うんですが、現在、我々の深見地区、

深見小学校区単位では、平成２９年度の４月

現在で１，４５７人、世帯数が６５０、高齢

化率が４８．７％という数字になっておりま

す。人口はどんどん減るんですが、自治区の

数というのはいろんな理由もあるんですが、

ほとんどそのまま残っているような形になっ

ています。後で申し上げますが、それによる

弊害というのも大分出てきております。

次のページですが、私ども深見地区まちづ

くり協議会の設立の経緯と組織ですけれども、

正直言いまして、この組織自体は住民からの

要望で出来上がったものではなく、宇佐市の

是永市長の公約として周辺地域の活性化を将

来的に考えたときに、こういう組織が必要な

のではないかということで提案いただきまし

た。提案いただいたその年には、正直言いま

して、私ども深見地区では反対をさせていた

だいております。と言いますのは、どんどん

人が少なくなった地域にまた新しい組織を作

って、その組織の中でいろいろなことをさせ

られるというような認識でいたわけですね。

でも、そういったものは人もいないし、新し

いこともできないし、もうやりたくないとい

うことで、初年度はお断りをした経緯がござ

います。じゃ、なぜこうして出来上がってい

ろんな活動をやっているかと言いますと、そ

うは言いましても、やはり過疎地というのは

いろんな問題を抱えております。そして、私
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ども深見にはいろんな団体、小規模な団体が

３０ぐらいあります。ＰＴＡであったり消防

団、交通安全ほか、いろんな団体がですね。

そういった団体が活動する中で、やはり人が

少ないと。そして、どんどん高齢化になって

いく。そうすると、本来やらなければいけな

い活動自体が滞ってしまう。それで、こうい

うまちづくり協議会を設立することによって、

各団体同士が協力し合う体制を作ってはどう

かということで、それで次年度にもう１度各

団体の長が集まりまして討議した結果、全員

一致で組織を作って活動していこうというこ

とで、平成２１年１１月にまちづくり協議会

を設立することができました。そのときの組

織図が右の方に書いているんですが、四つの

部会を持ちまして、その部会の中には各種団

体が構成員として入っていくという形になっ

ております。今まで点で存在していた団体を

まちづくり協議会を作って線で結んでいく、

そういう形を作っていこうとしております。

そして、次のページです。活動をするに当

たりまして、いろんな計画があるわけなんで

すが、初年度においては深見の全世帯からい

ろんなアンケートを頂きまして、深見のいい

ところ、悪いところ、それからどういったと

ころを改善しないといけないか、それをもと

にして１０年間のまちづくり計画を作って、

その中で短期的に即やらないといけないもの、

３年後、５年後でもいい、長期的にでも構わ

ないという、そういう分類をやりまして、即

やらないといけないもので、我々自身ができ

るものと行政に頼らざるを得ないもの、そう

いう分け方をしまして、自分らでできるもの

からまずやっていこうという形で年次計画を

作成しております。そして、その中には当然

各種団体が今まで活動をやっておりました内

容もほとんど盛り込んで年次計画を立てて活

動をスタートさせていったわけです。

そして、平成２４年度からなんですが、当

初、市の方針としましては、そういう活動に

対しては３年間の活動資金を出し、４年目以

降においては自主財源を設けて、それで活動

をやってもらいたいという約束でした。じゃ、

金が尽きたから活動をやめるというのも悔し

い部分がございますので、４年目以降でも最

低限必要なものは活動できるような形という

ことで自己資金を確保するような活動も取り

入れてやってきました。実際には今、市とし

ては、この活動自体の重要性を認めていただ

きまして、１０年間はいろいろ支援をいただ

いているわけですが、１１年目以降について

はもう１度見直しをやりまして、そして、そ

の中で必要なものに対して市からも支援をす

るというように今聞いております。

それと、活動に当たりましては、２４年度

から地域の住民だけではなく、大学とか都市

部からの協力を頂きながら、それから、今現

在は当初各団体の活動というものが基本的な

活動計画の中に入っていたんですが、活動を

やっていく中で、個人的にいろんな夢を持っ

た方がどんどん現れてきております。そうい

った夢を持った方々の夢を実現させるために

はどうすればいいのかという取組を今どんど

ん進めてきております。活動の内容なんです

が、下の方に書いてあるような項目をやって

おります。

実際の活動につきましては、活動紹介で御

説明いたしますと、この過疎、少子・高齢化

対策ということで、私ども深見地区まちづく

り協議会は、大分県の小規模集落応援隊に登

録をさせていただいておりまして、先ほど冒

頭に言いましたように、３５の自治区がある

んですが、実際にはここの写真に載っていま

すように村部（そべ）という地域、これが実

際５戸しかございません、そして佛木（ほと

ぎ）が２戸しかございません。２戸とか５戸

とか、そういう小規模の単位で区を形成して

いる地域は結構あります。統合すればいいじ

ゃないかということもあるんですが、面積的

なものとか、いろんな事情によって統合とい

うのは難しい。今、村部、佛木の場合には５

戸、２戸という数字なんですが、実際にこの

中で動ける方、動ける男性の方は１人しかい

ないわけですね。その１人がいろいろ地域の
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環境とかそういったものをやらざるを得ない

状況なんですが、できないような形になって

います。それで私ども小規模集落応援隊、深

見地区まちづくり協議会、それから地元の企

業が一緒になって、年に１回ここの草刈りと

かを応援させていただいております。

そして、隣の写真につきましては、同じ地

域なんですが、段々畑が今もう耕作放棄地に

なりまして、そこが今までもうジャングルみ

たいな形になっていたんですが、まちづくり

協議会が一緒になりまして、そこに牛を放牧

できるような放牧場を一緒になって作りまし

て、牛を飼っている農家の方にレンタルとい

う形でそこの土地を貸すような形をとってお

ります。そうすることによって、今まで耕作

放棄地だった部分が牛の餌場として年間幾ら

かのお金を生むような形になっています。土

地を持たれている方には実際お金が入るんで

すが、その方からまちづくり協議会に若干な

りの寄附という形で頂いております。

こういう形で困っておるところに関しては

いろんな団体が応援をして、下の方の運動会、

それから文化祭なんですが、今私どもの小学

校は児童数が２６名です。小学校単位での運

動会、文化祭を開いても内輪の催し物になっ

て、なかなか地域の子どもを外に紹介すると

いうことが難しい状態になっております。そ

ういったところに関しましても、これを地域

ぐるみの行事として取り上げまして、小学校

の運動会、文化祭、秋祭りは、例えば、老人

クラブが運動会、秋祭りで餅の準備を担当す

るとか、各区長さんがいろんなお世話をする。

ＰＴＡなどいろんな団体がこういう運動会、

秋祭りに参加をして、地域ぐるみで催し物を

行っております。秋祭りにつきましては、実

際今人口が１，４００人ぐらいなんですが、

この中で参加者も含めてですが、毎年６００

人ぐらいがこの文化祭に来て、いろんな形で

参加していただいております。こちらでは写

真にありますように、日本文理大学のチアリ

ーディング部も、もう今年で８年たつわけな

んですが、毎年ずっと協力をしていただいて

おります。

次のページなんですが、個別団体の活動支

援、いろんな団体にまちづくり協議会として

支援をやっているわけなんですが、ここにあ

りますしめ縄作りについても、今年も行いま

したけれども、老人クラブが今しめ縄作りを

やっております。当初、老人クラブは、こう

いった活動はしていなかったんですが、老人

クラブ自体の活動資金もほとんどないような

状況でありました。じゃ、しめ縄を作って、

その老人クラブの活動資金に充ててはどうか

ということで提案がありまして、ここに行き

着くまでにはいろんな問題もあったんですが、

老人クラブのこのしめ縄の収益金というのは

活動資金のかなりのウエートを占めておりま

して、老人クラブ自体がこのしめ縄を作るた

めにもち米の作付状況とか、どういう品種の

稲を作らないといけないとか、誰が何をする

というのをもう年間のスケジュールの中に折

り込んで活動するまでになってくれておりま

す。

お神楽もそうなんですが、あと、その次の

子育て支援なんですが、放課後児童クラブの

開設の支援、これは保護者が運営を自主的に

行っておりますが、開設に当たりましてはま

ちづくり協議会が一緒になりまして、いろん

な行政関係と打合せをやったりして支援をや

っております。そして、綿の栽培を商品化、

これも今小学生が綿に取り組んでいろいろ活

動したもの、その収穫された綿が今一部の老

人――老人と言ったら怒られるかも分からな

いんですけれども、お年寄りの気の合う仲間

のところに持っていって、それを写真にある

ようなチャンチャンコみたいなやつですね、

ねこと言うんですか、それを作るところまで

いきまして、将来的にはそのチャンチャンコ

を外に売り出そうと。

ですから、小学生がいろんな活動をやって、

その次のものをお年寄りがどんどんいろんな

形に膨らませていくという取組もまちづくり

協議会で支援させていただきながら今やって

います。そうすることによって、小学生の将
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来的な夢であったり年寄りの生きがいであっ

たり、そういったものを生み出すことができ

ておると。

あと、右の方の写真なんですが、これは大

分大学の協力を得まして、田舎育ちの子ども

に対して自信をつけさせてあげたいと。自分

はこういう田舎なんだけれども、田舎に産ま

れてよかったなという自信をつけさせてあげ

るためには、ここに写真に載っていますよう

に、大分大学の学生と深見小学校の子どもが

同じ地域の課題をそれぞれの目線で研究を１

年間やりまして、その研究発表を大分大学の

学生は深見小学校で、そして深見小学校の子

どもは大分大学の学生、それから教授の前で

発表をさせると。それによって、子どもたち

のいろんな自信にもなりますし、また、大学

や大学生に対する憧れに結構目覚めていまし

て、大きくなったら大分大学に入るという子

どもも、本当かどうか分からないんですが出

てきております。今はＡＰＵの留学生を使っ

て、何とか地域のいいところを英語で紹介で

きないかなということに昨年から取り組んで

おります。そういった協力をやらせていただ

いております。

そういう形で、いろいろイベント的なこと

をいっぱいやっておりますけれども、実はそ

の中には、例えば、地域の課題を語ってくれ

と言われても、なかなか地域の人から出てこ

ないわけですね。ところが、こういうイベン

トをいっぱい開くことによりまして、本音で

ぽろっと愚痴みたいな形で地域の課題がどん

どん出てくるというんですか、そういったも

のをどんどんまちづくり協議会で吸い上げて、

必要な機関に提案をして、ここに書いていま

すような公営住宅とか生活道路の改善とかを

提案させていただいております。

簡単にいろいろ活動を述べさせていただい

ておりますけれども、活動する中においては、

人の協力が一番難しくて、人それぞれが活動

するに当たって、その人がやる気になるため

にはどこにやる気スイッチが付いているのか

私どもも分からない状態です。そして、その

スイッチをどう押せば、その人が本当にやる

気になるのかというのがよく分からないので、

大分大学の山浦ゼミに御協力頂きまして、ま

ずやりましたのが、大学生を地域に連れてき

て、地域の人に自分のところの地域を大学生

に紹介していただくと。当初、地域の人から

総スカンをくらいまして、そんな面倒くせえ

ことを誰がするかと結構言われたんですが、

そこを無理やり何とかお願いをしてやってい

ただいて、そのときに大学生には落ちている

石でも何でもいいからべた褒めをしてくれと。

田舎の人は褒められることによってどんどん

調子付いて、いろんなことを本音で語ってく

れると。ですから、そういうような形で大学

生にはお願いをして、地域の人に案内しても

らったんですが、自分も知らないいろんなも

のが、自分のところの地域を再発見すること

ができています。それで、地域資源がどんど

ん再発見できました。

次のページにあります料理、お菓子作りな

んですが、これも地域の中にはいろんな豊富

な人材がおりました。これも大学生を使って

発掘させていただきまして、大学生が深見の

特産品を使ってスイーツを作って博多で売っ

て、そして深見を紹介したいと、アピールし

たいと。そして、売り上げたお金でお世話に

なった人たちを招待して労をねぎらいたいと

いう思惑でやったんですが、お菓子作りのと

きにも地域の人と大学生は相当な言い争いと

いうんですか、そういうところまで行ったん

ですが、大学生が食らいついて、地域の人を

何とか落とし込んで製品を作って、実際に売

ったんですが、２０万円の大赤字を出しまし

た。

売上げ自体は悪かったんですが、でも、こ

の活動によってものすごいものが残せまして、

地域の人材を大学生がどんどん掘り起こして

いただいたと。そしてまた、私どもの活動拠

点の中にお菓子作りの製造許可を得ることが

できたと。そして、人材、環境を作ることに

よって、右の写真にあるように、おばちゃん

たちが、自分らも料理作りをやろうかという
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ような形で活動を始めてくれました。

昔何回か大学の先生を呼んで料理作りの講

習会をやったんですが、そのときに大学の先

生に講師料という形で１回２万円ぐらい支払

いをさせていただいているわけですね。とこ

ろが、地元にはいろんな知識や経験を持った

人材がいっぱいおるということが分かりまし

て、わざわざ大学から先生を呼んでこなくて、

地元のおばちゃんなんかで十分対応できると

いうことが分かりました。

そういう人を今講師として呼んできまして、

当然その講師料はお支払いするんですが、３

千円という形でやっているんですが、当初は

その３千円を受け取らないという状況ではあ

ったんですが、将来的に続けるためには無理

をして受け取っていただく。ただし、参加し

て習う人からはお金を頂くと。５００円とい

う金額なんですが、多いか少ないかよく分か

らないんですが、ただでは参加させたくない

と言いますか、どうもただでさせると、ただ

だから行ってみようかとかいうような感じに

なって、来てもらいたくない人も来てしまう

というような状況になる場合もありますので、

本当に習いたい人はお金を払ってでも来てい

ただけるんじゃないかなという形で組んでお

ります。

そういったものをどんどんやりまして、次

に進化させていったのが大分県のくらしの和

づくり応援事業委託を受けまして、お菓子作

りとかそういったものがどんどんできるよう

になったおばちゃんたちに協力いただいて、

独居老人宅へのお菓子の配付ということをさ

せていただきました。これについては、ただ

単にお菓子の配付をしたわけではなくして、

やはり区長さんなんかが独居老人のお宅を回

るときに、回りづらい部分があると。という

のは、ただ単に手ぶらで行ってどうですかと

言うよりも、「おばちゃんらが独居老人に対

してこういうのを作ってくれたよ。今日はこ

れを持ってきたよ」と、ついでに「今調子は

どうですか」と、手土産を持っていくことに

よっていろんな会話も弾むんじゃなかろうか

ということで活動をさせていただきました。

その中で、下の写真に軽の車があるんです

が、愛のおつかい便というのが安心院・院内

にはございます。これは何かというと、買い

物難民を救済するための事業です。今結構使

われてはいるんですが、まだまだ普及率が低

いと。今回、一緒にこの愛のおつかい便も使

うことによって、広く多くの人に知っていた

だこうということで、今回この中で使わせて

いただきました。

この右の方なんですが、今度は別のおばち

ゃんらのグループなんですが、ワンコインバ

イキングということで、５００円で料理をい

っぱい楽しんでいただくと。そして、有料で

はありますが、その中でお酒を飲みながらみ

んなで楽しんでもらうと。これもやらせてい

ただいたんですが、趣旨といたしましては、

いろいろ料理の得意なおばちゃんが地元には

いっぱいいたということと、このおばちゃん

たちが料理を作っていく過程の中で、何とか

高齢者とかそういった人に対して支援ができ

ないかという話を頂きました。

そして、もう一つは、先ほど冒頭に言いま

したように、まちづくり協議会の活動の中で

ボランティア活動をいろいろやっていただく

場合があります。小規模集落の草刈りとか、

無料で働いていただいている方が今までおら

れたので、私どもとしては、このワンコイン

バイキングの招待券を、そういうボランティ

アで活動していただいた方にお渡ししていま

す。たった５００円かも分からないんですが、

気持ちとしてこういう会に参加をして、何と

か労をねぎらって次もやっていただきたいな

ということでやらせていただきました。

一つの取組をちょっとずつ進化させながら

やっていきまして、いろいろ活動するに当た

りまして、最後のページなんですが、行政か

らの支援ということで宇佐市、それから大分

県、いろんなところから支援をいただいてお

ります。

その中で、今年取り組んでいますのが、宇

佐市のふるさと納税の取扱いなんですが、宇
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佐市の場合には、宇佐市内に今まちづくり協

議会は１６ございます。納税者がもし深見地

区まちづくり協議会の活動に対して１万円納

税したいとすれば、その１万円が丸々深見地

区まちづくり協議会に活動資金として入って

くるようになっております。私どもの深見地

区では、何とかふるさと納税を頂きたいんで

すが、頂くためにはそれなりの活動をしてお

かないと納税する側もしてもらえないだろう

ということで、過去からいろんな形で取り組

んでおりましたが、昨年度は３０万円頂きま

した。よそは数百万というお金を頂いている

地域もあるんですが、私どもは３０万円頂き

ました。

その３０万円を今年はどう使うかと言いま

すと、老人クラブから提案がありまして、消

防法で今各家庭には火災報知器の設置が義務

付けられているんだけれども、やはり取り付

けていない家庭が結構あると。では、少なく

とも独居老人の家だけでも火災報知器を取り

付けることはできないだろうかなという提案

がありまして、じゃ、そちらに予算を回しま

しょうと。それで今年活動を進めております。

そのときに活動の進め方としましては、まち

づくり協議会が単独でやるんではなくて、ま

ず区長さんが付いていない家庭はどこにある

のか調査をやりました。そして、取付けにつ

いては消防団にしてもらおうという形で今動

いております。それをすることによりまして、

区長さんもそうですし、消防団も独居老人の

家庭をある程度把握できる。そうすると、何

か事態が起きたときにはここの家庭はひとり

暮らしだから、火災が起きたときにはどうい

う方がどういう動き方をしないといけないと

か、そういったのは消防団にも分かるんじゃ

ないかなということがあります。

それから、あと申し遅れたんですが、先ほ

どワンコインバイキングなんかもいろいろや

っておりますけれども、その中にはもう一つ

理由がありまして、私どもは今廃校になりま

した中学校を宇佐市地域交流ステーションと

いう形で利用させていただいています。表向

きにはそうなんですが、地域の思いとしては、

もし災害が起きたときの避難所的な扱いがで

きる施設に持っていきたいなと。ただ、表向

きにそれをやりますといろいろ制約がありま

して難しい部分があるんですが、もし万が一

何か起きたときにはそういう機能もできるよ

うにということで、いろいろ活動をやる中で

備品をどんどん整備を進めております。そし

て、多くのおばちゃんにそこを利用していた

だくのは、もし何かあって、例えば、関係者

がいなくても、そのおばちゃんらが二、三回

そこで活動をやっていれば、何がどこにある

というのが即分かるという状態に今作り上げ

ようとしております。

あと問題なのは、何か災害が起きたときに

は食料なんですが、でも二、三十人であれば

３日間ぐらい何とかなる食料がどこにあると

いうのは大体こちらで把握していますので、

そういう災害のときの隠れた避難施設的な扱

いを目指しながらやっております。表向きに

は避難所があるんですが、機能的に難しい部

分がありますので。

これが我々の取組でございます。

今回、こういう機会を頂いたということで、

役員会なりそういったところで説明をしたと

きに、地域から一つ議員さんにお伝えをして

いただけないかということを今日聞いてある

んですが、それはよろしいでしょうか。

（「はい、どうぞ」と言う者あり）

実は、私どもの方の保育園の問題なんです

が、今、全国的には待機児童の解消という形

で国を挙げて取り組んでいただいているかと

思います。ただ、我々過疎地においては、そ

の逆の状態が起きているわけですね。今保育

園があって、実際には二十数名の園児が通っ

ております。ところが今、いろんな行政の縛

りであったり、そういったものによって運営

自体が厳しい状況に置かれておりまして、も

う経営的に運営できない、来年閉鎖したいと

いう意見を頂いているわけですね。それは何

が問題なのかと言いますと、その二十数名の

園を運営するに当たって、どうしても職員が
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常時６名、そして、その週４０時間以内の労

働を確保するためには１１名の保育士を抱え

なければいけないと。そうしたときに、過疎

地の保育園においては、それを賄うだけの園

児を集めることが難しいと。そうすると、そ

の職員に対する給与の支払いであったり、い

ろんな法的な制約をクリアするためには、そ

れなりの運営資金が調達できない。それで、

そこの園長は私立の保育園なんですが、ほと

んど給料をもらっていないような状態で、ず

っと十数年間地域のためと思ってやってきた

んですが、もうどうしようもない。何とかそ

れをよその保育園にお願いしたいんだけれど

もということで、今年いっぱいという形でや

っていたんですが、何とか来年は市の支援を

受けながら運営をできるめどが立ったんです

が、それ以降がなかなか難しい部分が出てき

ております。

そして、幸いなことに厚生労働省から今提

案が上がっているのが、「我が事・丸ごと」

地域共生社会実現本部というのが昨年出来て、

地域自体が自らの問題解決をするのに対して

支援していくようなものがあるというんです

が、今回そういう解決をするためには、地域

自体が自分らの課題を解決する組織を編成し

ないといけないんですが、幸いなことに、私

ども深見においてはまちづくり協議会という

組織はもう既に出来上がっております。あと

はその解決の仕方なんですが、保育園と高齢

者のケアを一体化して、そしてそれで何とか

厚生労働省の支援を一緒に受けながらやって

いきたいなと。ただ、その中においては、我

々住民だけではできない問題が多々ありまし

て、そうしたものにつきまして、県の議員さ

ん、県、市、市の議員さんなんかの支援を頂

きながら、何とか大分県の中で初めて取り組

むような形になってくるかと思いますので、

指導を頂けないかなということで、それを今

回一つ、もう駄目元でいいから説明をしても

らえないかということを今日仰せつかりまし

た。

元吉委員長 ありがとうございました。

それでは、時間も余りないんですが質疑・

意見交換に入りたいと思います。

何か質疑等があればどうぞ。

藤田委員 どうもありがとうございました。

大変幅広い活動を地道に、着実に一つ一つ積

み重ねているなと受け取らせていただきまし

た。基礎的な地域の状況がちょっと分からな

いのでお教えいただきたいんですけれども、

こちらの校区の中に、先ほど買い物難民とい

うお話もありましたが、例えば、商店、病院、

あるいは郵便局だとか、日常の生活に関わる

インフラ的な施設は主にどういうものがある

のか聞かせていただけますか。

清永参考人 まず、商店については一つござ

います。郵便局は２か所ですね。病院につい

てはありません。そして、交通機関なんです

が、バスが１日２往復かと思います。その間

にコミュニティバスが週に何回か通っている

状態です。

藤田委員 商店は日用雑貨、食品、そんな感

じですかね。

清永参考人 はい、そうですね。

藤田委員 やられている方も、年齢的にはど

うなんでしょうか。

清永参考人 経営者自体は年代的には若い人

間が跡を継げるような状態になっております。

ただ、これは地域住民のわがままも一つある

んですが、じゃ、そこがフル活用されている

かというと、やはりどうしても足の問題とか

そういったものが絡んできまして、１回車に

乗ると、大きい商店、安心院の町の中に行っ

てしまうとか、そういったものも正直ありま

すので。

藤田委員 商店が先ほどあった買い物難民対

策でのおつかい便でしたか、そこはその商店

も絡んで運営されている人たちなんですか。

清永参考人 そちらも絡む場合もあります。

ただ、距離的には確かに、地域の中には１店

舗あるんですが、端から端まで１４キロあり

ますので、その１４キロというのが、車のな

い者にとっては物すごい距離になってしまう

わけですね。
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藤田委員 取組の中で、過疎で人口も減って

きているということなんですけれども、校区

から外に出た方々に、この取組に関わってい

ただいたりとか、情報を流して帰省を促した

りとか、そういう取組というのは何かありま

すか。

清永参考人 校区から出た人間に対する取組

というのは、フェイスブックとか、そういっ

たものでの情報発信はやっております。

吉岡委員 このワンコインバイキング、よく

大山町が地産地消でしていますよね。これは

地元の食材を使うとかではなくって、それに

こだわらないでみんなで作ってしようという

内容なんですかね。それで、この地域の人だ

けでなくって、いろんな人にも来てください

と。

清永参考人 まず食材については、おばちゃ

んたちは何か自分らのこだわりがあるみたい

なんですけれども、地元の食材というこだわ

りではないです。そういうこだわりよりも、

まずはそれを開いて、そして多くの人に来て

もらうと。そして、その深見の地域を知って

もらうというのが目的でやっております。

吉岡委員 素晴らしい取組で、５００円で…

…。

清永参考人 赤字です。

吉岡委員 そうでしょう、ありがとうござい

ます。

後藤委員 農業問題ということでお尋ねした

いんですけど、この深見地区は私ちょっとど

の辺かよく分からないんですが、写真を見る

限りでは、構造改善された田んぼが広がって

いるんですけど、今県の方でいろんな集落営

農法人を作ったり、それから広域でサポート

しようとかいう取組があるんですけど、まず、

集落営農法人がこの地域に幾つかあるのか教

えていただきたいのと、若い農業後継者がい

らっしゃるかというのを教えていただきたい

んですけれども。

清永参考人 集落営農の取組は、もう十数年

前から各地域でどんどん進めてやっておりま

す。ただ、今問題になってきているのは、集

落営農の後継者がやはりどんどん少なくなっ

てきているということ。それから若い世代が

農業に取り組んでいるかというと、ブドウ園

とか、そういったものにおいては若干若い世

代の人がその中に帰ってきて跡を継ぐという

のが何軒かは見られますけれども、昔の状態

を再現させるほどの若い世代というのは正直

いません。

もう一つは、Ｉターンとか、そういった方

々に対しても呼びかけをやっておりますけれ

ども、昨年５世帯１６名の方が深見地区に移

住されてきているわけなんですが、その中で、

農業に取り組む方というのは二、三軒ぐらい

なものになっております。

後藤委員 大体想定の範囲内の回答かなと思

うんですが、私があと聞きたいのは、田んぼ

を持たれている方もかなり多いと思うんです

けど、外に出られて帰っていない方の田んぼ

を、いらっしゃる方が作っていると思うんで

すけど、今いらっしゃる方は、その田んぼは

将来どうなると言われていますか。例えば、

荒れてもしょうがないなと言われているのか、

何とかして田んぼのまま維持しようとしてい

るのか。ただ、さっき言われたみたいに、ほ

かから来られても、米を作るという方ほとん

どいないと思うので、その辺を聞かせていた

だきたいなと思います。

清永参考人 まず田んぼを所有している人が

高齢化しております。今現在作られている方

というのは、自分が動ける間は作っていくと。

あと、動けなくなったら営農組合の方にお願

いをしようという形で、私どもの地域でもど

んどん営農組合の耕作する面積が広がってい

るのは間違いありません。将来どうなるかと

言いますと、またどんどん営農組合をみんな

頼ってくるかと思います。ただ、営農組合の

活動をする人間自体がどんどん高齢化、それ

から人数が減少してきているのも間違いあり

ませんので、あと３年若しくは５年先におい

ては真剣にその問題に取り組んでいく必要が

出てくると思います。

二ノ宮副委員長 私どももちょうど同じくら
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い、１，２００人ぐらいの人口で、自治区は

１４しかないんですけど、高齢化率も３０％

ぐらいなんですが。今ちょうど由布市の中に

小規模集落ということで、小学校区で検討し

ているんですけど、先ほど言われたように、

この半年間、そういうのをしても時間がねえ

とか、そういうことで消極的だったんですけ

ど、このままいったらどうなるかという議論

の中で、ようやく来年度からやろうかなとい

う形が見えてきています。それで、大変参考

になったんですけど、ここの３ページの自治

委員とか、その下の規約別表の代議員という

書き方がされてあるんですけど、これは全体

の役員会の中に何名かずつ入るということで

すか。

清永参考人 はい、そうです。自治委員さん

は各部会にそれぞれ分散して入って活動をや

っていただきたいということでこういう組織

をとっております。

二ノ宮副委員長 小野地域づくり協議会とい

う、私長年事務局をやっていたんですけど、

どうしても難しかったのが、自治委員さんと

協議会との兼ね合いが難しかったんですけど、

そういう形で全部それぞれの代表に入っても

らって総合的に経営しているという考え方で

すか。

清永参考人 はい。ただ、御経験があればも

うお分かりかと思いますけれども、正直言っ

て、私どもも組織はあるんですが、組織どお

り本当に動いているかと言いますと、もう全

く組織どおり動いていないのが本音のところ

なんですね。一つの部会に３０人いますが、

やる気のある人が数名いるわけですね。その

数名の人ががんがんやっていただいてくれて

いる。

二ノ宮副委員長 高齢化率が約５０％になっ

ているんですけど、私は田舎でこういう小規

模的な経営をやっていくためにはどうしても

高齢者対策が一番大切だと思っています。そ

れで本当は、さっきどういう施設等があるか

と聞かれたんですけど、本当はそこにデイサ

ービスとか、最低でもそういうものがある形

で、その地域の人たちがそこに入りながら、

また、それが開かれた施設で、地域との関わ

り合いをいっぱい持ちながら、共存共栄とい

う形になると一番いいと思っています。

それで、これを見ると、独居老人のための

お菓子の配付とかいうのをやっているんです

けど、この高齢者対策について少しだけお話

を頂ければと。

清永参考人 高齢者対策についても、いろい

ろ難しい面が正直あります。今、上がってく

るものにはいろんな要望があるんですが、個

人的な要望に偏った形になっているのが本音

のところじゃないのかなと。

今私どもまちづくり協議会の方ではいろん

な要望を多くの人と一緒に話をして、そして

それを地域の要望として取り上げていこうと。

その中で話をしたときには、やはり解決策と

しては大体６割、７割が自分らが解決できる

部分がかなりあるわけですね。そして、それ

をまちづくり協議会の活動として取り上げて

いると。ですから、お年寄りがいろいろ活動

する場が今までなかった部分を、綿を作って

それを商品化してみたり料理を作ってみたり、

そういう年寄りが活動する場、そして、あと

買い物難民とかに関しては、正直根が深い部

分があるんですが、大分大学に一緒に協力し

ていただいてアンケートを取ったんですが、

正直まとまらなかったのが本音のところです。

いろいろ理由があってですね。

二ノ宮副委員長 済みません、またお聞きし

たいと思います。聞きたいこといっぱいある

んですけど、また次回に。

元吉委員長 それでは最後に、先ほど言われ

ましたしろばと保育園の件ですね。

私もちょこちょこ寄らせていただいて、い

ろんな話をお伺いしております。閉園の件も、

実は去年の暮れでしたか、お伺いしたとき、

園長先生からそういうお話もいただいており

ます。

どうするか非常に難しい問題でして、宇佐

市はどこも待機児童なんて全くありませんか

ら、どの園も園児募集に苦労しているという
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ような状況です。特にしろばとさんとか安心

院保育園もそうなんですけど、非常に存続が

厳しい状況だということで、実は保育園会の

会長も大変そこら辺を憂慮いたしておりまし

て、何とかこれは協議していかないかんなと。

それと、全体の幼児教育、保育、子育て支援

体制を宇佐市の中でどうやっていくか、とに

かく勉強会を立ち上げようということで、実

は市会議員さんを含めて、今この問題――し

ろばとさんだけの問題じゃなくて、幼児教育、

保育の問題についての勉強会を立ち上げると。

市会議員のメンバーも私どもである程度募っ

てやろうということになっておりまして、年

明けたらぜひそういう会合を持ちたいと、こ

ども園と幼稚園ですね。

まず法律の中で、例えば、園児１人当たり

に対する保育士さんの割当て人数とか運営費

とかいうのは全国的なものなので、非常に変

えがたいということは事実なので、問題は、

窓口と言いますか、そこになりますとどうし

ても市の補助金だとか財源の問題になってく

るので、ぜひ市会議員さんたちも一緒になっ

て取り組んでもらわないと難しいなと。

早々に１月明けたらそういう体制をやろう

ということで、もう市会議員さんたちとは実

は３回ぐらい話をやりまして、みんなでそこ

を取り組んで是非市議会の中でいろんな知恵

を出していけるようにやっていただきたいと

今話が出来上がっております。

あと保育園とこども園と一遍そういった意

見交換と勉強会ということで、なかなかその

システム自体がややこしくて、まず議員さん

たちに勉強してもらわないと、私たちもよく

分かっていないんですよ。そういった中で、

いろんな問題――どうしてももう閉園せざる

を得ない場合には、例えば、どこかの園で預

かってもらう場合に、園バスを走らせるとか、

早急に検討していかなくちゃいかんという課

題ということを認識しております。会合にも

当然しろばとの園長先生も見えていただける

と思うんですけど、何とか市で対応できると

いうような体制を議会の中でも取り上げてい

ただきたいということで今やっておりますの

で、その旨をお伝えいただければありがたい

と思います。

ほかにございませんか。

清永参考人 保育園なんですが、我々やはり

過疎地の者にとっては、自分らの後継者を作

るためには、やはり移住者であったりＵター

ン者をどんどん増やしていかないといけない。

移住者、Ｕターン者、若い世代がそこの地域

に住むためには、自分の子どもの教育環境と

かが一番重要視されます。そういったときに

保育園であったり小学校、中学校、それが本

当にそこの地域にあるのかどうか、それが一

番キーポイントになるかと思いますので、大

変申し訳ありませんがよろしくお願いしたい

と思います。

元吉委員長 それでは時間も超過したのでこ

こで閉じたいと思いますが、よろしいでしょ

うか。

〔「はい」と言う者あり〕

元吉委員長 それでは時間となりましたので、

意見聴取を終了します。

本日いろいろ御示唆いただいた御意見、御

要望等をしっかり受け止めながら、県政の中

に少しでも生かしていけるように、また地域

の取組ができるような活動もしていただきた

いと思いますので、今後ともよろしくお願い

いたします。

御協力、誠にありがとうございました。

それでは、５分休憩いたします。

午後２時０７分休憩

午後２時１２分再開

元吉委員長 ただ今から委員会を再開いたし

ます。

引き続きまして、小規模集落対策及びＵＩ

Ｊターン受入れの環境整備について調査しま

す。

それでは、執行部の説明をよろしくお願い

します。

廣瀬企画振興部長 企画振興部長の廣瀬でご

ざいます。

委員の皆様方には、日頃から企画振興部関
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係の県政諸課題に対し、御指導、御鞭撻いた

だき、誠にありがとうございます。

さて、現在、東京一極集中や少子高齢化の

人口構造等により、地域の人口減少が続いて

おります。大事なことは、人口減少なんです

ができるだけ人口減少を緩やかにすること。

自然増減、社会増減の対策をしっかりやって、

いかにその早さを遅らせるかだと考えており

ます。

それでも人口減少はしばらく続きますので、

人口が減っても集落の中で生活機能が維持で

きるような取組も併せて現在実施していると

ころです。

２０１５年に大分県人口ビジョン、まち・

ひと・しごと創生大分県総合戦略を定め、全

庁を挙げて各種施策に取り組んでおります。

特に、人口減少の中、集落機能が厳しくな

ることに対しては、住み慣れた地域に住み続

けたいという住民の皆さんの願いをかなえる

ため、集落機能自体を広域で補い合うネット

ワーク・コミュニティの構築に力を入れてお

りまして、また、社会増減均衡に向けて、移

住定住対策などに力を入れているところであ

ります。

本日は、この小規模集落対策、移住定住対

策といった企画振興部の取組につきまして、

担当所属長から説明させていただきますので、

よろしくお願いいたします。

岩崎地域活力応援室長 私からは、小規模集

落対策と空き家対策について御説明申し上げ

ます。

お手元にお配りしている資料の１ページを

お開き願います。これは小規模集落対策の経

緯と、それから推移と指針について書いてご

ざいます。経緯はちょっとおさらいですけれ

ども、１９年度に全国に先駆けまして、この

当時４４４の小規模集落がありましたけれど

も、その中から３２をピックアップしまして

実態調査をしました。

右に書かれてある指針につきまして、その

当時課題となっていたものに、市町村と連携

して全庁を挙げて取り組むということで、翌

２０年度には市町村とともに小規模集落対策

本部を設置して対策を開始してございます。

２１年度には集落だけではできないことを企

業等とも助け合いましょうということで小規

模集落応援隊を組織しました。２４年度から

は買い物弱者支援もこの中に取り込みまして、

現在、これまでの取組を踏まえましてネット

ワーク・コミュニティの構築について力を入

れているところでございます。

その下は集落の推移でございますけれども、

最初の４４４が２０２５年には全体の３７．

３％でございます１，５８８まで小規模集落

化が進むと予測してございます。

次のページでございますが、県内の小規模

集落の状況です。これは平成２９年３月末時

点で真ん中ほどにあります上の表の一番下で

す。計にございますとおり、全県で４，２５

１の自治区等がございますが、その三つ隣、

小規模集落数は１，１７７、全体の２７．７

％となっております。その隣、小規模集落及

び小規模集落化が進むのが著しい山村、離島、

辺地の集落数は１，７６９、このうち１，１

７７小規模集落になっているということでご

ざいます。

次のページでございますが、現在力を入れ

ておりますネットワーク・コミュニティの構

築でございます。先ほどまで宇佐市深見地区

の清永事務局長がお話ししていましたけれど

も、地区には運営組織、地区コミュニティ組

織が立ち上がってございます。重要業績指標

としまして、県では３１年度末までに１，５

００の集落でネットワーク化の希望をかなえ

るということで取り組んでございます。２７

年度から現在４８地区７８４集落について支

援してございます。

右の表にありますように、網かけしている

ところがまだちょっと支援がなっていないと

ころでございます。中津市は来年から取り組

むということでございます。地区ではどのよ

うな取組をしているかというのを中段にまと

めてございます。生活サービス、高齢者見守

り、コミュニティづくり、共同作業、農林業
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・特産品開発といったところを取り組んでお

ります。一番最後の特産品開発というのは、

かなり熟度が上がった組織での取組と思われ

ます。

その左下には行政の支援例を書いてござい

ますけれども、宇佐市、臼杵市につきまして

は、市自らがこういった組織を立ち上げると

いうことを表明しまして、その運営費を３年

から１０年とか支援をしてございます。人材

の支援につきましては、国の制度であります

けれども、集落支援員の制度であるとか、地

域おこし協力隊。地域おこし協力隊は市町村

外から入って手伝う人で、集落支援員という

のは集落の中の詳しい方を雇う、その費用に

ついては市町村が支払うわけですけれども、

国が交付税措置するという制度をうまく活用

して並行してやっている市町村もございます。

それから、指定管理ですけれども、市町村

が所有する施設の管理について、あるいは公

道の草刈りとかに積極的に地域で取り組んで

いる。それが自己資金となっているというと

ころもございます。

下から２番目の立ち上げ支援のところです

が、ここは県が手厚く支援しているところで

ございます。次のページで詳しく説明します。

それから、最近では民間企業も支援例があ

りまして、買い物弱者対策支援で、杵築市、

日出町では、コープおおいたさんがローソン

とかと組んで商品を集めて、地域の拠点まで

移動販売車を持っていってそこに集まっても

らって買い物してもらうと。「みんなのお店

やまくに」は、これは地域おこし協力隊の方

が中に入って、コアやまくにの中で地元の人

たちのために生鮮品を扱うお店を出していま

す。この生鮮品につきましては地元のお店か

ら集めているというような状況です。その下

の小関石油さんは、旧大田村ですけれども、

灯油とかを買いに行けなくなった高齢者の自

宅にタンクを預けて、減った分だけお支払い

いただくという置き薬形式での取組をやって

ございます。

移動支援では、社会福祉法人さんの地域貢

献ということで、久住町で今年始まっている

んですけれども、無料で後期高齢者の方を買

い物に連れていったりとかサロンに連れてい

くということも始めております。

下の小規模集落応援隊ですが、登録団体数

は今２９８で、年間１２０回ぐらいやってお

ります。

その次のページ、こういった地元への活動

の支援というのを企画振興部は積極的にやっ

ていまして、ステップ１から３まで、コミュ

ニティ組織の立ち上げ、あるいは活動の試行、

これについて県１００％で上限２００万円で

支援してございます。

その下、真ん中ですけれども、ステップ２、

里のくらし支援事業では、その活動を本格的

に取り組む場合の基盤整備として、施設の改

修とか、車両の購入、設備の購入に補助をし

てございます。上限３００万、県と市が地元

に対して支援し、地元は最高２０分の１の負

担でいいということになっております。ステ

ップ３は、さらに活性化をして自己資金を稼

いでいくぞという取組を始める場合に総合補

助金で支援すると、こういう三段構えでの支

援をしてございます。

続きまして、５ページをお開き願います。

大分県の空き家対策です。大分県でも、早く

２４年度には空き家対策検討会を市町村とと

もに立ち上げまして、県内の空き家の実態調

査を２５年度にしてございます。調査戸数は

全部で１万戸あったんですけれども、そのう

ち倒壊のおそれがあって危険だというのが円

グラフの左の上の方、２７％あったというこ

とで、現在も数が増えているんじゃないかと

思われます。

空き家の管理というのは原則所有者さんが

やるということですので、２６年度には所有

者向けの管理マニュアルを作成しまして、市

町村の窓口、あるいは所有者にお配りしてい

るところです。２８年度から、後ほど説明し

ますけど、国の特別措置法に基づき、市町村

が主体的に取り組めるよう、固定資産税の納

税通知と一緒に空き家の所有者に対してしっ
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かり管理してくださいねとか管理する場合に

はこういう窓口で相談してくださいというパ

ンフレットをお配りしております。

その次のページ、やはり空き家というのは、

利活用を進めていかないといけないというこ

とで、空き家バンクの設置について、県は市

町村にお願いしてございます。上の四角、大

囲いの中の下のところですけれども、２９年

度１０月末実績で登録数が５６３件まで増え

てございまして、今年度成約が１９４件にな

っています。年間で７５７件ぐらいの扱いが

あるというようなことで御理解いただければ

と思います。

その下、絵がございますけど、真ん中ら辺、

空き家バンク、窓口が市町村の移住担当窓口

ということになってございます。

次のページでございますが、その利活用を

進めるに当たって市町村の取組が進むように

しなくてはいけないということで、県でもそ

こを手厚く支援してございます。

２番目の支援内容の一覧のところですけれ

ども、市町村が補助する場合には県が補助し、

これを利用して空き家を取得して移住すると

いう方につきましては、一番左の計、３５万

円から１４５万円までの支援が受けられると

いうことになってございます。

ただ、一番下に書いてありますとおり、市

町村によって補助率とかが違いますので、詳

しいところは窓口までということに。

それから、次の８ページですけれども、移

住者のなりわいです。店舗等を更に改修した

いという場合には、その上乗せで更に支援が

受けられるということで、２９年度から店舗

等開設支援を開始しております。下の方の対

策の一番右側に例がございますけれども、最

高で１００万円まで支援が受けられると。県

はそのうちの半分出すから市町村に対してこ

ういう制度を設けてねということをお願いし

ております。

以上、簡単でございますけれども、小規模

集落対策と空き家対策です。

宇都宮まち・ひと・しごと創生推進室長 移

住定住の取組について御説明します。資料の

９ページをお開きください。

一番上の掘り起こしにつきましては、これ

まで、東京に移住コンシェルジュを設置する

とともに、県外の３事務所に移住サポーター

を配置し、毎月１回、移住相談会を開催する

など、相談体制を充実させてきたところです。

今年度は、本県からの転出者が最も多い福

岡方面への対策強化に努めており、学生就職

サポーターの福岡事務所への配置であるとか、

昨年東京で開催して大変盛り上がりました大

規模移住相談会「おおいた暮らしフェア」を

この１０月に福岡でも開催したところであり

ます。

その下の情報発信につきましては、移住情

報誌などの活用を始め、本年４月からは若者

向けに福岡市天神のコミュニティＦＭを通じ、

毎週、番組の放送をしているところでありま

す。

その下、移住促進では、東京や大阪などか

ら参加者を募る移住体験ツアーを開催してお

りましたが、本年度からは福岡の女性向けの

移住体験ツアーを始めたところです。

資料の１０ページ左を御覧ください。おお

いた暮らし倶楽部という移住希望者を応援す

るための会員制度でございますけれども、現

在７０７人に入会いただいております。レン

タカー料金や引っ越し代の割引などを御好意

で提供いただいております協賛企業も８業種、

８３社まで拡大したところであります。

こうした取組により、本年度の移住者数は

１０月末時点で５３２人となっております。

過去最高でありました昨年度の１２月末の数

字４５１人と比較しますと、前年を上回るペ

ースで推移しているところです。

１０ページの右側を御覧ください。昨年度

の移住者の内訳を記載しております。地域別

特性等をしっかり把握しておりまして、東京

では子育て世代、大阪ではアクティブシニア、

福岡は引き続き女性をターゲットに、これか

らも新しい取組も実施したいと考えています。

引き続き市町村や県内の企業などとも連携
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し、移住定住の促進にしっかりと取り組んで

いきたいと考えております。

元吉委員長 以上説明いただきましたので、

これより質疑に入ります。時間の制約もござ

いまして、２時５０分で質疑を終了したいと

思います。

ちょっと時間がずれ込みましたのであまり

時間がございませんが、質疑のある方は挙手

願います。

藤田委員 小規模集落対策の経緯の中で、小

規模集落対策本部が設置されていますけれど

も、この対策本部で主に具体的にどのような

議論、テーマを、年度ごとに違うのかもしれ

ませんけれども、話されているのかというこ

とをお伺いをしたいと思います。

岩崎地域活力応援室長 設立当初は、集落が

小規模集落化していくことでどういう課題が

あるのか、そしてその窓口ってどこになるの

かという話がまず最初にありました。最初は

そういうことで、２０年度に県の職員も市の

職員も地元に入って調査をやりました。そこ

で、どういった施策が必要かとか、先進地は

どういうところがあるのかとか、そういう議

論をしてきました。途中、２６年度以降は、

２７年度に指針を改定していますけれども、

地方創生の動きの中で、やはり周辺も含めて

しっかり対応していくべきだということから、

知事からもネットワーク・コミュニティに取

り組むということでお話をして、地方創生本

部の中で一緒に議論をさせていただいており

ます。

藤田委員 地方創生の中ですね。

二ノ宮副委員長 １ページの小規模集落数の

推移というところなんですけど、２００７年

に４４４で、２０２５年の１，５８８は分か

るんですが、２０４０年に１，３２７に減る

というのはどういう推計なんですかね。

岩崎地域活力応援室長 今、高齢者がどれぐ

らい住んでいるかという数字があって、平均

寿命というのがありまして、亡くなっていく

方もありますので、その分が減っていくとい

うことでございます。これはあくまでも推計

の話になっていくわけで、全体のトータル集

落数等も変わっていく可能性はあります。

二ノ宮副委員長 小規模集落――６５歳以上

が５０％以上を占めるとか、そういう基準が

あると思うんですけど、そういうところで幾

ら年寄りが亡くなっても、若い人の数が増え

るということはどうしても頭の中で理解でき

ないんですよ。今小規模集落に段々移行した

自治区が、逆に高齢化率が５０％以下になる

なんて、そんな推計がどうして成り立つか、

私の頭の中では理解できないんですね。現実

問題として、例えば、私の由布市全体の小規

模集落というところは、将来にわたって、逆

に小規模集落から抜けるというようなことを。

ちょっとその辺教えてください。

岩崎地域活力応援室長 山の奥の方、３軒、

４軒しかないところというのは、もしかした

ら集落に住んでいる方が亡くなる可能性はあ

ります。都市部に近いところは、高齢者が１

人亡くなっただけで６５歳以上が５０％を切

るという場合もありますので、そういうカウ

ントになっております。あくまでも移住者が

増えて若い人がどんどん産まれるとかいう話

ではないですね。

元吉委員長 これは非常に興味深い表なんで、

またその根拠と言いますか、こういうことで

こういう数値になっていきますよというのを

流れ的に書いて、委員の皆さんにまた後日渡

していただいたらありがたいと思うんですけ

ど、分かる範囲で。

藤田委員 主に亡くなっていく方が多いんで

すよ、消滅集落が増えていくからということ

なので。

元吉委員長 まあいいや、ちょっとそれまた

資料出してもらおう。

廣瀬企画振興部長 調査したのは平成２６年

度だったんですけれども、平成２６年のとき

の集落の人口構成を見て、それが２０４０年、

３０年後にどういう、３０歳年をとりますか

ら、その人口構成で集落数を見ています。な

ので、平均寿命等々で亡くなられる方、それ

から、あとはほかに住む方がいらっしゃらな
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くなって消滅する集落というのはありますけ

れども、当時の推計だと消滅する集落という

のはまだそんなになかったんです、２０４０

年現在だと。いずれにしろまたお示しして…

…。

元吉委員長 あくまで推計なんで、それを見

てどうこうという論議にはならんと思うんで

すけど、その表の出し方をいただいたらいい

かなと思います。いいですか、そういうこと

で。ほかにございませんか。

二ノ宮副委員長 平成２０年度が小規模集落

対策元年ということで、もうだいぶ時間がた

っていると思うんですけど、私もずっとこう

いう関係の仕事をしたりとか、自分の自治区

の中で事務局長をしたりとかしているんです

けど、なかなか効果が出ていないんじゃない

かと私は思っています。特に、今一番心配し

ているのは、地域の中で高齢化率が上がると。

そして、確かにネットワーク・コミュニティ

ということの中で、地域づくりのいろんなこ

とを、先ほど深見地区の話も聞きました。本

当にすばらしい活動をしているし、由布市に

も一つこういうのができていて、やっている

ことはやっているんですけど、やはり単なる

総務部的な発想じゃなくて、例えば、福祉と

か、そういうものが入ってこないと、地域と

いうのはなかなか守れないんじゃないかとい

う持論を持っています。特に、２０２５年問

題じゃないんですけど、そういう中で、高齢

者が施設に入ることができない。在宅福祉と

いうときに、地域の経営体が福祉と一緒にな

ってやらなければならないと思うんですけど、

そういう考えというのはないんですかね。

岩崎地域活力応援室長 おっしゃるとおりで、

在宅医療の問題とかに今一生懸命福祉部門で

取り組んでいるんですが、竹田市と国東市は

暮らしのサポートセンター、これは包括ケア

システムの中で、市が持っている社会福祉協

議会の職員を増員しまして、できるだけ近い

ところに配置をしてございます。その職員さ

んがこういった地域づくり協議会の取組をサ

ポートする形で中にどっぷり入り込んでいた

だいています。計画づくりからですね。そし

て、そこは協議会の職員さん、あるいは民生

委員さんも数が限られていますので、見守り

とか言ってもなかなかできないので、活動の

中で補完し合う形でうまく取り組んでおりま

す。これは国東市の竹田津とかが一番いい例

かと思います。最近できたところでですね。

協議会の中で高齢者の見守り、そういったも

のに取り組んでいます。地区自体もですね。

そこにうまく社協さんが一緒に補完して仕事

をやっているところです。

二ノ宮副委員長 例えば市町村とか地域とい

うのは、その地域の力で何とかしろという県

の考え方があると思うんですよね。じゃ、実

際に人材とか、資金面とかを考えたときに、

なかなか力が出せないんですよ。それで、じ

ゃ、県の基本的な取組の中が、この小規模集

落対策と、それからさっき行った福祉的なも

のが、福祉的な中でいろんな事業がされてい

るんです。だから、やはり県がすごい知識も、

それから資金も持っている中で、そこが一緒

になって、そしてそういう事業をそれぞれの

地域とか市町村に下ろしていかないと、もう

とてもやないけど間に合わないと思うんです

がね。

岩崎地域活力応援室長 県も市町村と一緒に

なって取り組んでございますが、引き続き一

生懸命やりたいと思っています。よろしくお

願いします。

元吉委員長 なければ私から一つ。移住定住

促進に向けた取組の中で、移住相談会の開催

とか移住体験ツアーとかいうのが実施されて

いるとなっているんですけども、特にこの移

住について、農泊の部分をぜひ入れていただ

きたいなと思うんですよ。

グリーンツーリズムというのは、今県下に、

県南も含めて広がっておりまして、非常に経

済効果も高い、また観光面にもプラスという

中で、これはまた一般質問でもやりたいと思

うんですけど、行政の目が本当に行っていな

いなという気がいたしております。この前政

策勉強会がありまして、そのときにいろいろ
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お話を伺ったんですけど、ＩターンやＵター

ンも含めてでしょうけど、一番大きな問題が、

昔はもう退職してのどかに田舎暮らししたい、

のんびり過ごしたいという形が多かったらし

いんですけど、今結構若い人たちが子育ても

含めて、Ｉターン関係が多いということで、

そんな中で相談を受けて一番心配なのは、働

く場、収入だそうです。特にそういった方々

にぜひ農泊をすることのメリットも含めて、

見聞きする機会というのをこの中に是非取り

入れていただきたいなと。それで、今大分県

グリーンツーリズム研究会は、安心院にも立

派な事務所がありまして、事務員も常駐いた

しておりますのでいつでも対応できる体制に

なっておりますし、また、そうやって来た人

たちが、奥さん、子どももおるので、農泊を

やりたいなということで収入を得るとか、ほ

かの県にないような強みになると思います。

多い人は４００万も５００万も実際稼いでい

ます。少ない人でも、１００万か１５０万ぐ

らいはみんなざらに稼いでいます。

そういった意味で、移住をしたら仕事、収

入という意味で、そういったものが大分県に

ありますよということは、もちろん習える先

輩たちがごまんとおるわけですから、物すご

く他県にない強みだと思うんですよ。そうい

った部分を、是非この中に取り入れていただ

ければありがたいなと思っております。

この前来ていただいた講師の方に、そこら

辺も終わった後ちょっと話をしまして、グリ

ーンツーリズム研究会と結び付けをしたいな

と思っているんですけど、県自体も是非そこ

ら辺を少し目を向けていただいて、本当に民

間で、行政の力も何も借りずにやってきたこ

のグリーンツーリズム発祥の地でございまし

て、そろそろ本当に一つの産業として事ある

ごとに目を向けていただければ、大きく観光

客の流入、人的交流という面で非常に大きな

力になると思いますので、よろしくお願いし

たいと思います。

宇都宮まち・ひと・しごと創生推進室長 移

住体験ツアーは２泊３日で組んでおります。

そのうちの１泊は必ず農泊を今入れておりま

す。それで、地元の方とやはりよくお話をす

るというのがやはり移住者にとって一番大切

なことでもありますので、２泊３日のうちの

１泊は必ず農泊という形で、本年度３回ツア

ーを開催する予定にしていますけど、３回と

も１泊は農泊を入れておりますので、よろし

くお願いいたします。

元吉委員長 そりゃあ失礼しました。

藤田委員 今の関連と言うか、直接かどうか

分からないですけれども、農泊と言うか民泊

ですね。例えば、ここの空き家バンクに登録

しているというのは、移住定住先というか、

入ってこられた方が住むという目的での空き

家バンクという形でやられていますけれども、

例えば、その集落にある空き家を宿泊施設と

して活用するような、いわば産業ですよね、

宿泊業を個人住宅で営業するという、来年６

月からスタートしますけれども、そういうも

のに取り組もうというような地域だとか、事

業者の方というのは今動きとして何かお聞き

になっていることがありますか。

宇都宮まち・ひと・しごと創生推進室長 移

住の関係につきましては、民泊という形では

なくて、市町村がお試し施設という形で今、

長期間低価格で泊まれるような施設も準備し

ていただいていますので、そちらを利用して

いただくという形を今取らせていただいてお

ります。

藤田委員 ちょっと地元の方の声ということ

ではないんですけれども、例えば、保戸島な

んか空き家がものすごく多くなっていますよ

ね。あそこは観光地というか、外から見たと

きには本当に地中海の孤島のような景観、ロ

ケーションがあって、ただ、惜しむらくは観

光客が行っても売るものがない、お金を落と

すものがないですよね、あそこには。

地域住民の意向というのが多分最も大事な

んだとは思うんですけれども、そこに宿泊施

設を付けて周辺で魚釣りをするとか、イルカ

島まで船で回るだとか、観光スポットとして

見たときはものすごく魅力的なところだと思
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うんですよね。そうすると、保戸島にある空

き家を地域の方が地域ぐるみにそこの空き家

を使って民泊をやるというような事業展開が

動きとしてないのかなという意味での質問だ

ったんですけど。

岡本観光・地域局長 今、御指摘がありまし

た具体の話で津久見市なんですけれども、昨

年度観光戦略を策定しておりまして、その中

で、農漁家、つまり農家と合わせて漁家の民

泊の実施ができないか検討していきたいとい

うことが示されているところであります。全

県的な状況、民泊絡みなんですけれども、生

活環境部とは別に私どもで、要は市町村単位

で民泊が、今後実施されるめどがありますけ

れども、問い合わせが具体的にあるのかどう

か、聞いて回っております。

１８市町村ですけれども、そのうちの１０

市町村は具体の問合せもないという状況であ

りまして、残る８市町には、少ないところで

１件、多いところで三、四件、市民であった

り県外であったり、あるいは飲食業者から問

い合わせがあったということでありますが、

そういう中で、特にあると答えた８市町村が

中心になろうかと思うんですけれども、この

民泊をどうしたいと考えていますかというこ

とも問い合わせをしております。そういう中

では、ラグビーをにらんで開催地である大分

市さんであれば、例えばですけれども、大分

市内でも周辺地区、佐賀関、野津原、大南み

たいなところの古民家や空き家をホテルが不

足する際に活用できないかということを検討

しているという動きが直近のところである状

況かなと受け止めております。

元吉委員長 ほかに質疑もないようですので、

これで本日の調査を終わります。

執行部の皆さん、大変お疲れさまでした。

〔企画振興部退室〕

元吉委員長 次に、県外所管事務調査につい

て、当初の計画では来年１月から２月ぐらい

に実施しようという予定でしたが、なかなか

日程調整もできないということで実施時期を

変更したいと思います。

事務局から説明させます。

〔事務局説明〕

元吉委員長 以上、事務局に説明させました

が、御意見等はございませんか。

〔「委員長一任」と言う者あり〕

元吉委員長 それでは、ほかの調査の状況等

も鑑みながら日程調整をさせていただきたい

と思います。

それでは協議事項は終わりましたが、ほか

に何かありませんか。

〔「なし」と言う者あり〕

元吉委員長 ないようでありますので、これ

をもって本日の委員会を終わります。

お疲れさまでした。


